[第二回ＮＥＡＳＥ－ＮＥＴ報告]
２１世紀知識情報社会の到来と北東アジアの知的位相

―社会イノベーションとしての知識情報空間の構築―

増田　祐司（島根県立大学）

1． 知識情報革命の時代：知の構造化―構造化された知識

Webは、現代世界の知のイノベージョンを進める基盤である。これまで、長い人類史上で情報を伝える基盤となってきたのは、いうまでもなく、書類(本)である。これまで知を構造化することが可能な情報システムは、本であった。ブログの場合、これを読んだとしても、それは、多く単なる情報として頭の中を通り過ぎてしまうし、必ずしも知として定着はしない。書類は、その「目次」に示されているように階層構造をもっており、構造化されて提示されている。ここでは、スタティックに知がシステム化されて位置づけられている。
　これに対してネットワーク・テクノロジーとしてのインターネットは、瞬時に膨大な知の集積を情報としてリクエストに応じて提示することができる。しかし、そこでは、知識が関係付けられ、構造化されてはいない。Web上にある情報は、必ずしも位置づけられ、意味付けられているわけではない。書籍は、これを紙媒体に目次などによって意味付け、位置づけて示している。

　こうして、インターネットの登場により情報を基盤として知識の構造化が、より容易になり、グローバルな拡がりを持ってダイナミックに展開している。とはいえ知そのもんが、ネットにより有機的に関係付けられ、新しい知を生み出すまでには行っていない。しかし、このインターネットと知識の構造化によって、情報革命を超えて知識情報革命が進展する基盤になるのである。
　

2． 近代化、産業化による社会経済システムの位相変容

近代世界へ入る18世紀中頃までの世界は、地域的に見て現代世界とは比べられないほどに経済発展の度合や所得格差は、はるかに小さなものであった。しかし近代に入ると19世紀にヨーロッパ、次いで20世紀には北米が突出した経済力を持ち、世界をリードするようになった。そして、この近代化から取り残されたアジア地域は、“アジア的停滞”を取り沙汰されることになった。

　この差を生んだ大きな原因は、前の時代の封建制社会から近代社会へといち早く先進的に移行したヨーロッパ世界が、近代化を図ったからに他ならない。この近代化は、まず封建的な身分・関係から開放され、個人お自律性が確立したことであり、原則的には自己意思によって行動することが可能になったのである。
これに関してアジア世界は、近代世界の社会経済基盤となる産業化に大きく遅れをとることになったのである。産業化は、先行する封建制とは異なる社会的再生産の生産基盤であり、経済社会の存在基盤をなすものである。その基盤は、人間が自然界ないし社会に働きかけることで自ら富を生み出す様々な活動にある。

　これは、まさに第二次産業革命のきばんであり、19世紀から20世紀の展開された富の生産方式であった。

3． 東アジア―北東アジアにおける21世紀知識情報革命と知の構造シフト

　それは、近代に始まるルネッサンス以後の西欧における個人の自由の尊重がなされるとともに市民社会というコモンスペース(社会的共存空間)の拡大をもたらすことになった。これは、まさにヨーロッパ世界の近代化に他ならない。これに対して、18世紀のアジアは、全般的にみて専制と身分的社会の桎梏下から脱却するのが送れてしまい、この時期に近代化を開始することはできなかった。
　21世紀の社会においては、すでに前世紀に開発され蓄積された情報技術(ＩＴ)によって人間の知識は、容易に情報と結びつき、瞬時に世界を駆け巡り、また社会的展開をすることになる。20世紀末から現在の21世紀初頭にあっては、知識情報革命が進展している。
　東アジアにおいては中国の「古代の知」としての儒教、そして仏教が知的基盤となってきた。また、ヨーロッパにおいては「中世の知」は神学に集約される。近代を準備した知は、エラスムスなどを出発点とするが、欧州統合を準備したＥＣは、「エラスムス計画」などにより、ＥＵ統合の知的基盤を構築してきたのである。

　ヨーロッパ近代、そしてその展開としてのアメリカでは、19世紀、20世紀に産業化を基盤にして産業イノベーションを推進した。「近代の知」は、近代化の産業経済システムの産業化の基盤的思考様式となった。また、20世紀に大きく開花する事になった産業化としての情報化は、現世的な「知」に他ならないのであり、20世紀知識情報社会において社会経済イノベーションの機軸となるものである。
　いま、東アジア、とりわけ北東アジアに新しい知の革命が進展している。21世紀初頭にあって北東アジアの知的位相は、大きくシフトし、知識情報革命が進展するのである。

表　　グローバル社会経済イノベージョンと地域統合

	
	第一次社会経済革命

（1760～1890）
	第二次社会経済革命

（1890～1990）
	第三次社会経済革命

（1990～　　）

	1．世界経済システムの主導的パワーと社会形態
	・パックス・ブリタニカ(Pax 　Britanica)

・近代産業国家の形成と展開：英国の「世界工場」・イギリス的生活様式のモデル化と国際的拡散

・通貨システムの金本位制
	・パックス・アメリカーナ(Pax Americana）

・産業文明としての自動車文明の興隆・大衆消費社会とアメリカ的生活様式

・通貨体制：管理通貨体制
	・パックス・アセアナ/インフォマティカ
(Pax　Aseana/Informatica)

・グローバル情報革命とサイバー空間・経済の形成

・アジア地域のRICs軸と世界経済システムの再編

・情報本位制の通貨体制

	２．産業パラダイムと主力産業編成
	・近代的生産分業システムの形成―機械制生産方式の確立。クラフト的生産システム

・繊維産業、工作機械産業、蒸気機関の開発
	・大量生産体制の確立・拡散・成熟、大量生産・消費システム、自動車産業成長と成熟

・自動車産業、機械産業、航空宇宙産業
	・情報技術によるデジタル文明の形成

・国際分業システムの形成

・ITイノベーションの展開

・ITの情報学的転回、及びインターネットWeb2.0

	３．科学技術システムの構造と遷移
	・産業テクノロジーと科学の分立

・近代科学技術システムの形成

・技術開発の中軸としてのイギリス
	・企業内の技術研究制度（研究所）の確立

・政府の科学技術研究の役割増大

・技術開発の中軸としてのアメリカ
	・企業の研究開発のグローバル化と国際技術移転

・グローバルなITイノベーション

・研究開発拠点のグローバル分散

	４．財生産システムと労働力構成
	・近代機械システム(原動機－伝動機－作業機)の形成。蒸気機関の開発

・熟練工とクラフトマンシップの形成
	・合理化・自動化システム（トランスファーマシン等）の導入

・技術進歩による単能工・非熟練工の出現
	・情報技術（ME、通信）及びCIMなどの生産システム

・ITの情報学的転回

・知識産業のニュークラフトマンシップの形成

	５．産業・企業システムとマネジメント
	・国民的市場の形成

・企業形態―マーシャル的企業（1製品・1市場）と原子的競争形態の展開
	・専門的経営者の登場

・巨大企業（ビック・ビジネス）の形成と寡占的産業編成

・企業活動の多国籍化
	・企業組織のネットワーク化・フラット化

・情報ハイテク・ベンチャー組織形成と役割の拡大

	６．情報メディアと技術構造
	・印刷技術の革新

・電信技術の導入

・近代的新聞の登場

・マス・コミュニケーションの形成
	・電話通信の普及

・マス・コミュニケーションの成長と成熟

・コンピュータ技術の誕生とイノベーション
	・情報技術(IT)によるサイバースペース技術

・デジタル技術による技術融合と情報メディア技術のイノベーション

	７．主要な産業化の形態とファクター
	・物的生産の産業化

・近代市場経済システムの形成

・近代教育制度（基礎的リテラシー）の形成
	・技術・情報の産業化

・市場経済システムの国際的拡散=近代化

・中等・高等教育の拡大と拡充
	・知識・知能の産業化

・産業化としての知識化―知識情報革命、Web2.0

・サイバー経済空間形成

・知識社会情報リテラシー
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